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イチゴ栽培で天敵ダニ製剤を使用しました！！

今年の9月末ごろからイチゴの栽培を開始しました。
定植して間もなくホコリダニがついたような葉っぱが見つかりました。
今月は、ホコリダニやハダニ、アザミウマが増加しないように天敵ダニ製
剤を使用しましたので紹介いたします。

実際のイチゴ栽培の様子が気になる方はぜひお越しください！研究農場の試験栽培の様子
や見学会のお知らせはトヨタネHPまたはメルマガ・インスタグラムで告知いたします！

天敵ダニ製剤農場利用紹介

【イチゴ試験栽培 概要】

品種：紅ほっぺ、章姫、よつぼし、ベリーポップはるひ、ベリーポップすず、
紅しゃとる、いちあま、空音、次世代有望品種等

定植：2025/9/26、2025/10/1（肥料：TFイチゴミックス）EC:0.5程度

１つのココバッグにポットを３個定植（１
ポットに苗は３本）。
定植後、植物は順調に大きくなっていたが
花が咲かず、6/2に最初の開花を確認しまし
た（定植から約３週間）。
クリップで植物を挟み、上からひもで誘引
しています。１ポット内の３本の苗をビ
ニールひもでまとめて、葉が込み合うよう
にし、競い合わせています。

１つのココバッグに苗を３本定植。
２番花からホルモン処理を開始（5/23）。
５/下旬～6/上旬ごろまで夜温が低かった
ため、果実の肥大に時間がかりました。
→ホルモン処理から収穫まで約２週間。
植物は順調に生育しており、6/中旬では
ホルモン処理から３日で肥大。
うどんこ病が発生するため、こまめに消毒
を行う必要があります。

１つのココバッグに苗を３本定植。
子つる４本仕立てで、ハイワイヤーつる
下ろし栽培に挑戦中です。
5/27から交配開始し、6/1には着果肥大
していました。子つる４本すべてに着果
を試みました（すべては肥大せず）。
肥大した果実はクリップでつるを挟み、
紐でつるして支えています。
順調に肥大しており、収穫まで管理して
いきます。

▲10/17に天敵製剤を使用した時の写真

▲天敵製剤使用後、ボトルを土の上に置
いている様子の写真

今回、研究農場のイチゴでは、ハダニ、アザミ
ウマ、ホコリダニの防除を目的として天敵ダニ
製剤を使用しました。

使用天敵ダニ製剤は、

チリカブリダニとククメリスカブリダニ
です。

ボトルに木くずやバーミキュライトと一緒に天
敵ダニが入っているので、使用前に20回ほど
ボトルを回し（ボトル内で天敵ダニが全体的に
広がるようにするため）、イチゴ全体にまんべ
んなくかかるように散布しました。

アザミウマやホコリダニが発生していそうな植
物体には入念に天敵ダニを振りかけています。

使用後の天敵ダニ製剤のボトルは、中にダニが
残っているため、イチゴに移ってくれるまで植
物の間に置いておきます。

定着促進のために、1週間は消毒を控えていま
す。
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